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鳥栖駅東短期施策検討会のとりまとめ 
 
 
１．趣旨 

鳥栖駅東側からの利便性向上等を目的とした短期施策の検討に当たり、広く有識者
等の意見を聴取するため、鳥栖駅東短期施策検討会（以下「検討会」という。）を設
置して短期施策の検討を行った。 

 
２．検討事項 

(1) 鳥栖駅東側からの利便性向上等を目的とした短期施策の検討に関する事項 
(2) その他検討会の目的を達成するために必要な事項 

 
３．開催概要 

令和５年度より、全４回の検討会を開催した。 
 
・ 第１回 令和５年 ８月２９日（火） 
・ 第２回 令和５年１２月２６日（火） 
・ 第３回 令和６年 ３月２６日（火） 
・ 第４回 令和６年 ５月１７日（金） 

 
４．会議の構成 

本検討会は、以下に掲げる者をもって構成し、会⻑・副会⻑を別で定める。 
 
会⻑ 鈴木 正美  鳥栖市区⻑連合会 鳥栖北地区会⻑ 
副会⻑ 久保山 八郎 鳥栖市区⻑連合会 基⾥地区会⻑ 
構成員 龍頭 洋   鳥栖市区⻑連合会 鳥栖地区会⻑ 
 大島 弘三  鳥栖商工会議所 副会頭 
 松雪 秀敏  協同組合鳥栖商工センター 会⻑ 
 緒方 俊之  鳥栖市商店街連合会 会⻑ 
 内田 弘   ㈱サガン・ドリームス 会⻑ 
 小早川 武德 SAGA 久光スプリングス㈱マーケティング部部⻑ 
 
 

  

資料１ 
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５．検討会意見 
検討会における短期施策に関する意見内容をとりまとめる。 
 

 駅東側・東⻄横断の実情に関する意見  

（１）日常的な人通りの少ない駅東側 
〇鳥栖駅の東側はタクシーもバスもいない状況が続いている。鳥栖駅東口（東側に乗

降できる場所・日常的に人が行き交う場所）を早く作らなければ駅東側は衰退して
いってしまう。 

〇駅東側に立地するスタジアム・アリーナ等の施設周辺には飲食店などはなく、日常
的に人が居ない状況が続いている。 

〇東側の防犯面については痴漢が発生したなどの話も聞いており、人通りが少ないた
めにそういった事が発生しているのではと思う。 

（２）東⻄を結ぶ虹の橋の負担・事故懸念 
〇東⻄を結ぶ虹の橋（東⻄連絡通路）のような橋梁形式は、利⽤者に 7〜8m の昇降

負担が発生する（鳥栖駅構内では地下通路 4m 程度）。 
〇サッカーホームゲーム開催時、試合終了後は虹の橋に人（帰宅する観戦客）が集中

してしまい、人が込み合うので子ども連れだと危ない状況にある。現在は警備員の
誘導により大きな事故につながっていないものの、他地域で起きているような人流
事故の危険性が危惧される。 

〇子どもを連れたサッカー観戦客はせっかく足を運んだのに、（安全に帰宅できるよ
う）試合終了まで観戦できずに早く帰る行動が実際に起こっている。 

 
 短期施策の前提とする考え方  

（１）短期施策の前提について 
〇色々な意見が出てくる中で本来の短期施策の目的から論点がずれることもあると

思うが、東口設置をいかに実現するかを中心に考えて取り組んでもらいたい。 
〇短期施策の前提として、最終的には鉄道高架事業に取り組む考えを持って進めて頂

きたい。すぐには実現できず 20〜30 年は必要となるかもしれないが、その時期ま
での暫定的な東口設置という認識を持っていてほしい。 

〇将来の鉄道高架事業を見据えて短期的に実施が可能な施策を進めてほしい。 
〇検討会意見の柱（優先順位）を決めたうえで取組を進めてもらいたい。 

（２）将来への展望 
〇鉄道高架事業についても将来的には考えていかなければならない。 
〇駅東側地域には商工団地が立地しており、商工団地をつくる時に鉄道高架事業に取

り組む話をし、現在立地している各企業に進出して頂いている。 
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〇中⻑期的には鉄道高架がベストだろうと考えている。 
〇鳥栖市は物流の拠点も抱えており、商工団地からの道路など、鳥栖駅の周辺道路は

交通渋滞が激しい状況にある。鳥栖市街地に向かう道路は整備（道路拡幅など）が
完了していないなど、道路事情も悪く、生活道路の中に商工団地のトラックが多く
混じり込むことで鳥栖駅周辺の道路は交通渋滞が多い状況にある。 

〇鉄道高架事業によって周辺道路の交通渋滞問題を早く解消してもらいたい。将来的
な整備を行う段階で、短期施策で整備した分の手戻りが生じるのはやむを得ない。 

 
 短期施策の整備候補案について  

（１）南側地下通路延伸＋東口設置案について 
〇駅構内にある南側地下通路の延伸＋簡易東口駅舎（改札のみ）の整備をお願いした

い。現存する駅舎・通路・虹の橋はそのまま残して延伸部分のみ新しく整備する形
で、久光アリーナ等を利⽤される方にとっても利便性が向上すると思う。 

〇建築基準が変わってきて既存の地下通路は高さが足りない等の問題があるかと思
うが、新たに延伸する部分は現在の基準に合わせて整備すれば良い。 

〇北側の地下通路が過去に何度か冠水しているようだが、南側地下通路ではこれまで
一度も冠水したことはないと聞いている。 

（２）虹の橋改札＋跨線橋整備案について 
〇虹の橋に自由通路を架けて橋上改札から各ホームにアクセスできる案を市や議会

に提案した。もし将来的に鉄道高架を行う前提なら、南側地下通路案でも構わない
とは思う。 

〇九州旅客鉄道株式会社（以下、「ＪＲ九州」という。）も⺠間企業なので、例えば駅
舎がきれいになる等、自社にとってメリットがなければ承知しづらいのではないか
と思う。橋上改札の整備案は駅ビルまでの整備を含めた計画となり、駅舎もきれい
になって利便性も向上するので、ＪＲ九州にも賛同を得やすいと考えている。 

〇九州新幹線⻄九州ルートの計画がいつ定まるか不透明な状況にある。そういった状
況も鑑み、費⽤がかからず実現しやすいものから実現に取り組む必要がある。柳川
駅の事例のように、虹の橋を改修して各ホームに降りられる形にできれば良いもの
ができると思う。 

（３）自由通路整備案について 
〇鳥栖駅の利⽤者だけでなく、一般市⺠が通れるよう南側地下通路を拡張して整備し、

虹の橋と合わせて利便性を向上できるのではないかと考える。 
〇駅東側だけでなく、⻄側市街地の整備も必要である。自由通路を駅⻄側の立体駐⾞

場北側に接続し、中央市場の活性化につなげたい。既存地下通路を活⽤することで
整備⽤を抑えられるのではと思う。 
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（４）跨線橋+東口設置案について 
（特段の意見なし） 

（５）北側地下通路延伸+東口設置案について 
（特段の意見なし） 

（６）関連して整備が必要な内容 
〇虹の橋の雨風対策（屋根等の整備）が必要である。 
〇東口の設置後、東側駐輪場の利⽤台数が増える可能性があるため、（東口利⽤者等

への対応として）駐⾞場や駐輪場の拡充が必要である。 
〇鳥栖駅利⽤者への調査から毎日使う人が多い結果が整理され、毎日の通勤等で利⽤

する人が多い状況が分かる。当然⾞いすの利⽤者を考慮してバリアフリーを確保す
る必要はあるが、それだけでなく、市⺠生活に関わることなのでどのような空間が
必要か、皆で知恵を絞って考えなければいけない課題がある。 

 
 短期施策の具体化にあたって重視すべき点  

（１）事業期間の短縮（1 年でも早い実現を目指すこと） 
〇短期施策の実現までのスピードが最も重要である。短期施策をいかに早く実現でき

るかという意見が検討会の中で最も多かった。 
〇今回の短期施策を行ううえで、東口設置を早急に実現してもらいたい。 
〇現在整理されている概略のスケジュールは非常に⻑く、時間がかかりすぎている。

「短期」に見合わない事業期間の⻑さとなってしまうため、短期施策の具体化では
ＪＲ九州との協議・調整を通じて事業期間の短縮を図ってもらいたい。 

〇例えば、調査設計や埋蔵⽂化財調査に３〜５年という期間も⻑いと思われる。埋蔵
⽂化財調査については、東口をできる限り鉄道⽤地側に寄せて配置することで、埋
蔵⽂化財出土エリアを回避できるか検討余地がある。 

〇また、列⾞が停止している夜間にのみ工事できる条件についても、工事期間全体に
適⽤される訳ではなく、列⾞停止時間以外に進められる工事内容を加味して、事業
期間の短縮を検討してもらいたい。 

（２）事業費の削減（整備費用を極力抑えること） 
〇短期施策のスピード感、コストかけない工夫等は非常に大切だと思う。 
〇仮設でも良いので東側改札口を早期に設置してもらいたいというもので、整備コス

トを極力かけない短期施策が必要と考える。 
〇自由通路や乗換こ線橋など、現在整理されている整備案の概算費⽤は高めを想定さ

れており、短期施策を具体化するなかでコストを抑える工夫が必要である。 
〇短期施策の整備にかかる費⽤すべてを市の単独事業で賄う方法は市⺠の理解を得

ることが難しいと思われる。国や県の理解を得ながら事業を進める必要がある。 
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（３）将来拡張整備への配慮 
〇将来の子どもたちのために選択肢の芽を摘むのではなく色々な選択肢を残してあ

げるといったことに配慮してもらいたい。 
 

 まちづくりの推進を見据えた連携事業  

（１）鳥栖駅周辺まちづくり事業としての価値 
〇駅の存在価値はまちの顔であることと考える。その意味では市⺠が一番関心のある

内容で、駅周辺の利便性が市⺠全体に大きく影響する。東口利⽤者だけでなく、市
⺠意向を加味して駅をどのようにつくっていくか考えることが非常に重要である。 

〇短期施策で使い道が少ない施設を整備しても意味がないため、将来のまちづくりに
つながるポジティブな要素を考えて取り組んでもらいたい。 

〇誰のため・何のために取り組むのか、まちづくりの考え方が必要である。駅ビルを
つくること、まちの人々の利便性を高めること、サガン鳥栖の観戦等に訪れる来訪
者の受け入れ策を考えるなど、今回の短期施策の先に実現するものが重要である。 

〇鳥栖駅周辺整備として、商業施設、オフィスビル、ホテルなどが必要と考える。鳥
栖市ならではのもの、鳥栖市でしか体験できないことを、未来の子どもたちを含め
てしっかり発信していくことが重要である。 

（２）商業連携による活性化 
〇東口が設置されれば、飲食店やコンビニ等の立地が見込める。駅東側の広場等も東

口が設置されれば場所の価値が変わり、立地の良い広場空間を活⽤して店舗を出店
する等、これまでと視点が変わっていく。 

〇東側に飲食店やコンビニ等ができることで日常的に賑やかな場所に変わる。仮設的
な店舗をつくる、あるいはアンテナショップのように⻄側の商店関係者が出店され
るような形も可能性の一つとして考えられる。 

〇また、サッカーホームゲームの開催に合わせてスポット的に⻄側商店に出店頂いて、
利⽤客を⻄側に誘導するような取組も考えられるようになると思う。 

（３）東側のにぎわい創出・スポーツを通じた活性化 
〇サガン鳥栖スタジアムと一緒に東側に人が集まってもらえるようまちをつくって

いこうという大きな目標をもって進出した。近隣の福岡や⻑崎など九州全域から人
を呼べるような企画や企業誘致などを検討しつつ、日常的に人が訪れる施設の立地
を考えることが重要と考える。 

〇大事な点としては、どのようなにぎわいをつくるかということだと思う。駅東側の
にぎわいをつくるために喫茶店を設置するだけでは難しい。まずは郵便局などの日
常的に市⺠に利⽤される施設が重要である。 
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〇鳥栖市が豊かに、恩恵を受けるにはどんなにぎわいが必要か考えなければならない。
スポーツ活動の中で最も困っていることは宿泊施設で、宿泊とセットの観戦チケッ
トを作ることができない状況もある。スタジアム・アリーナに訪れる来訪者や市⺠
が買い物や食事、宿泊できる機能を駅周辺につくることは、このまちを豊かにする
ものと思う。体験型スポーツツーリズムの可能性を秘めており、⻑崎スタジアムシ
ティのように普段使いできる施設づくりが重要と考える。 

（４）⻄側市街地の整備・活性化 
〇駅東側だけでなく、駅⻄側から鳥栖駅をより使いやすくなるよう整備を進めてもら

いたい。⻄側中央市場の密集市街地は緊急⾞両が通れない状況があり、冠水対策や
道路対策（渋滞対策）など、⻄側市街地の整備にも取り組む必要がある。 

〇小郡鳥栖南スマート IC 等からまちの中心部（市街地）にアクセスしづらい状況が
あり、⻄側の市街地整備のことも考えてもらいたい。 

 
 今後の事業の進め方  

〇鳥栖駅周辺まちづくりを推進することも必要であるが、あくまで東口設置を中心と
した短期施策を優先的に実現してもらいたい。一刻も早く短期施策を実現し、次の
段階である中⻑期的な取組に議論を移していってもらいたい。 

〇ＪＲ九州との協議などを進めていくうえで、推奨案を決めていかなければ前進して
いけないと思う。鳥栖市としての方向性を一定程度絞りながらＪＲ九州との協議等
に臨んでもらいたい。 

〇事業を進めるうえでは、国や県の理解がなければ実現が困難なこともあるため、協
力しながら取組を進めてもらいたい。 

〇工事に何年かかるという考え方ではなく、4 年で出来ること、8 年で出来ること、
12 年で出来ることといった取組の考え方が今後必要だろうと考える。 

〇これまで整備が叶っていない事業として市⺠の意識が積み重なっているものと思
われる。市⺠や関係団体の方に、今回の短期施策で一歩前に前進したという意識を
持っていただくことが次のまちづくりに寄与するものと考える。 
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鳥栖駅東短期施策検討会での整備候補案 
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令和６年度以降
の取組み
（案）

解決すべき取組課題

実務者会議の設置

短期施策基本検討業務

鳥栖市立地適正化計画

鳥栖駅東短期施策の実現化へ

Ｒ
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駅東短期施策検討会

駅東短期施策
候補案

事務局（鳥栖市）
・候補案や課題の整理
・必要な調査等の実施
・市⺠意⾒とりまとめ

①ＪＲ九州との打合せ

〈打合せから⾒えてきた事〉
駅周辺まちづくりの全体計画
において駅東短期施策を組み
込んだ事業計画が必要

②利用者ニーズ等の対応

③事業費調達の問題

想定される事業費を市予算のみで
なく、補助制度等の活用が必要

〇駅東と行き来しやすい環境
〇駅⻄側の商店街活性化、
鳥栖駅周辺の賑わいづくり

〇駅周辺の滞在･交流空間、
一時預かり等ができる空間、
日常生活に必要な機能など

鳥栖市立地適正化計画
（都市再生整備計画等）

短期施策の実現のために駅東･スタジアム
関係者等のニーズ

協議状況 鳥栖駅周辺に
求められる
ニーズ等

事業
計画

〇検討を進めている立地
適正化計画を活用

〇鳥栖市街地全体の取組
方針に駅東短期施策の
事業計画を反映

必要な
調査等
必要な
調査等

ニーズに応じた施設整備ニーズに応じた施設整備

短期施策事業費の調達短期施策事業費の調達

JR九州との協議JR九州との協議

補助事業の活用・実施
都市再生整備計画事業等

鳥栖駅東短期施策
の実現

鳥栖駅東短期施策
の実現

解決すべき取組課題（R5年度取組より）
短期施策を実現に向けて以下の取組課題の解決が必要
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令和６年度以降のながれ

内容・・・ 短期施策に関する候補案（方向性）
重視すべき点やまちづくり・連携など

鳥栖駅東短期施策
検討会

実務者会議
（短期施策関係）

短期施策基本
検討業務

鳥栖市立地
適正化計画

事業関係者による整備事業
の実現性の検証
・JR九州、佐賀県、学識者
へ協力依頼
・工事費/方法(構造、期間、
施工方法)等の検証
・まちづくり計画の検討

短期施策の具体化、
まちづくり事業の調査・検討
・構造
・費用、期間
・まちづくり
・官⺠連携調査 等

鳥栖市街地を含む整備方針
・鳥栖市全体のまちづくり計画
策定
・短期施策の内容を反映し、
国交省補助制度等を見据
えた整備計画

事業の
具体化

市予算充当／短期施策の事業化へ

国交省等の
補助申請

R5〜R6.5まで

反映

鳥栖駅東短期施策
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令和６年度の取組スケジュール

令和６年度
 〜４月 JR九州・佐賀県等の協力依頼

５月１７日検討会提案の方向性について整理

５月下旬〜実務者会議の委員依頼

夏 〜秋頃 実務者会議の設置・協議
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（参考）鳥栖駅東短期施策検討イメージ
事業の進め方イメージ

鳥
栖
駅
を
取
り
巻
く
環
境

2023 2024 2025

短
期
施
策

●九州新幹線 ⻄九州ルート
・昭和48年(1973年)整備計画に基づく九州新幹線⻄九州ルート
（福岡市-⻑崎市間）は2022年9月に武雄温泉-⻑崎間開業

・その先の方針決定には⻑期間を要するものと想定

●不透明な状況にある鳥栖駅
・鳥栖駅は⻄九州ルートの方針により状況の変化が
予想され、その決定まで不透明な状況

●九州新幹線⻄九州ルート
の方針決定

鳥栖駅周辺の恒久的な施設整備が困難な状況

事
業
の
推
進

令和５年度 令和６年度 令和７年度
20XX

将来予想

●東口の設置等

●駅舎老朽化（顕在化）

●地下通路老朽化（顕在化）
JR九州：老朽化対策等

※協定を結ぶまで過去
4〜6年など⻑期化し
た例あり

市予算のみで整備は困難
補助制度の活用が必要

●都市計画の取組

事業資金の調達

都市再生整備計画事業など

（鳥栖駅⻄側を含むその他の取組）

●暫定整備に向けた取組

鉄道改築や橋上化など
の可能性検証へ

連続的に取組を推進

※整備箇所や規模で要否判断

立地適正化計画に反映し
補助制度活用を目指す

都市機能･居住機能の誘導都市機能･居住機能の誘導
中心市街地の賑わい創出中心市街地の賑わい創出
密集市街地対策など密集市街地対策など
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●駅周辺まちづくりの検討

低未利用地の暫定活用（にぎわい創出）

駅舎付帯施設等の活用（にぎわい創出）


